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動く小屋
みんなで
作ったぞ～！

Let's self-building
Small house

「ツーバイ構法」なら簡単！ ３〜 10 日間で作る小さな家の５つの実例
第 1 章

建築の知識がゼロの素人が家を建てることは無謀にも思えるが、
ここで紹介していく事例は、すべてアマチュアが作った「小屋＝スモールハウス」だ。 

最高に楽しく、やりがいのあるセルフビルドをさっそく体験していこう！

「スモールハウス」
からはじめよう！
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第１章 ◆「スモールハウス」からはじめよう！

通常の垂木を省略し、2
×6 材を平置きして野地
板として張っていくこと
で、作業効率が向上する

壁から 15㎝ほど張り出
した「出窓」仕様にした。
建具は自作するのも楽
しいが、今回は既製のア
ルミサッシを使用

今回は「外断熱」仕様として、
さらにスギ板をヨロイ張り（下
見張り）にして壁を仕上げた

いろいろな種類があるが、
ここでは手軽に扱える「沓
石（くついし）」を採用した

屋根を仕上げる材料としては、
アスファルトシングルやガルバ
リウム鋼板などが人気。今回
は、オンデュリンの波板を使用

用語解説   片流れ▶屋根の形状の一種で、傾斜が一方向だけに流れているタイプ。3畳程度の小屋ではよく見かける。

キャンピングカーみたいな快適な小屋を作りながら、「ツーバイ構法」の超基本をマスターする

３日間で「３畳小屋」を作ろう！
 ◆難易度＝★★☆☆☆　◆作業日数＝3 日〜 1 週間

仕事柄、私は全国各地へ釣りの取材に行くことが多い

のだが、北海道などへの遠征ではキャンピングカーを借

りて長期滞在するのが恒例だ。

キャンピングカーの室内スペースは実質３畳ほどで、

テーブルやキッチンスペース、収納棚、バンクベッド（簡

易ベッド）などがしつらえてある。3畳というと普通の

感覚だとかなり狭く思えるが、実際に使ってみるとまっ

たく不便は感じず、むしろ生活動線が非常にコンパクト

にまとめられていて快適だと感じるほどだ。

というわけで、私が自宅の裏庭にセルフビルドしたの

が、書斎兼釣り道具を置くための「3畳小屋」。もちろん、

キャンピングカーにならってバンクベッドも自作するこ

とにした。

シンプルなプランで作業性がアップ！

この小屋は文字通り 3畳＝約 5㎡の床面積で、合板

（1,820 × 910㎜）をカットすることなく横方向に３枚

並べた広さになる（実際には、ツーバイの壁の厚み分だ

け狭くなる）。壁の高さも、同じく合板の規格サイズで

ある1,820㎜にすることで材料の無駄を省いた。手前側

の壁には、さらに合板のほぼ半分の高さ（450㎜）の小

壁を立ち上げ、そこに、「片流れ」の屋根を乗せている。

実例❶

◆３畳小屋の概要

【屋根下地】

【窓】

【壁】

【基礎】

【屋根材】

ツーバイ材で自作す
れば、手作り感たっぷ
りの小屋になる

ドアや窓の雨仕舞い
のためにあると快適。
ツーバイ材や合板な
どで自作する

【ドア】

【ひさし】
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屋根勾配は２寸五分なので、上に乗ってもかなりの安心

感があって作業も楽々だ。

全体の作業の流れとしては、基礎となる沓石の上に仮

床＝プラットフォームを設置し、その上で壁枠を作って

立ち上げる。さらに壁の上に垂木、野地板、ルーフィン

グ、屋根仕上げ材の順で張って、建具を収めて壁の仕上

げ材を張っていく。シンプルな間取りだけあって、初め

て小屋を作る人でも一週間あれば完成させることができ

るだろう。実際、今回もウチの子供たちや仲間に手伝っ

てもらいながら、実質の作業期間は３日間だった。

できあがった小屋は想像以上に広々していて、バンク

ベッドも非常にいい感じ。息子が「コレ、僕の部屋にす

る！」ということで、結局、私の書斎＆釣り小屋作戦は

白紙に戻ってしまったが……。

「ツーバイ構法」の多大なメリットとは？

これほどの短期間で作れた理由としては、セルフビル

ダーに人気の「ツーバイ構法」を採用したことがあると

思う。この構法は、床も壁も屋根（天井）もすべてツー

バイ材で組んだ枠に構造用合板を張ることで、建物全体

の強度を確保する構造になっている。軸組み構法（71

壁下地
（構造用合板）

基礎束
（4×4 材）

用語解説   屋根勾配▶屋根の傾斜のことで、底辺を10としたときの高さを寸で表す。勾配が急なほど雨仕舞いがよくなるが、施工は難しくなる。

3
畳
小
屋
に
バ
ン
ク
ベ
ッ
ド
を
製
作
中
の

息
子
。
室
内
空
間
は
想
像
以
上
に
広
く
、

子
供
部
屋
に
は
ジ
ャ
ス
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た

◆３畳小屋のツーバイ構造図
【側面】

【正面】 2,730

開口部
（窓）

1,820

450

建築場所は我が家の裏庭。小屋のセルフビルドは、思い立ったら
すぐに作業にとりかかれるのがうれしい。とくにツーバイ構法な
ら、素人でもほとんど失敗することなく小屋作りを楽しめる

垂
木
＝
野
地
板

（
2
×
6
材
）

土台
（4×4 材）

1,820

開口部
（ドア）建具枠

（2×4 材）

妻壁枠
（2×4 材）

縦枠＝スタッド
（2×4 材）

下枠（2×4 材）

上枠（2×4 材）

沓石

＊単位はミリ（㎜）
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第１章 ◆「スモールハウス」からはじめよう！

ページ）で多用されるホゾなどの加工が一切必要なく、

単純に材料をビスで留めていくだけなので、週末ビルダ

ーにはもっとも作りやすい構法なのだ。作業工程もわか

りやすく、とくにここで紹介していくような規模の小さ

な建物なら、建築のアマチュアはもちろん、子供でも作

業に参加できるだろう。

材料の主役となるのが、2× 4材に代表される「ツー

バイ材」。木口の厚さが 2インチであることから命名さ

れていて、小屋だろうが大規模な住宅だろうが、すべて

の構造材として使われている。ツーバイ材の特徴はいろ

いろあるが、何といっても安価で入手しやすいことが最

大のメリット。軸組み構法でもツーバイ材と似たような

規格の羽柄材（はがらざい＝垂木や根太など）を使うが、

価格はツーバイ材のほうが安価だ。また、ツーバイ材の

表面はプレーナー加工が施されているので、手触りが優

しくて作業中も快適に扱える。さらに、材質が軟らかい

ので加工しやすいことも見逃せない利点だ。

ただし、ホームセンターで売られているものは、材が

ねじれたり反ったりしているものも混ざっているので、

購入時はできるだけ素性のいいものを選びたい。また、

ツーバイ材は腐れに弱いので、基礎や土台まわりには「防

腐防虫タイプ（ACQ材）」を使うのが基本だ。

ツーバイ構法で、もうひとつ欠かせない材料が「構造

用合板」。複数枚の薄い単板を木の繊維が交差するよう

に重ねて熱圧接着しており、多方向からの荷重に対する

強度が普通合板よりも圧倒的に優れている。ツーバイ構

法でも、この構造用合板を使えば誰でも手軽に強い壁（＝

耐力壁）を作ることができるというわけだ。

ツーバイ材同士の接合や構造用合板をツーバイ枠に留

める場合、せん断強度や粘り強さに優れるツーバイ構法

専用のクギ（コモンネイル＝CN）を使うのが基本とな

っている。しかし現在、素人ビルダーの御用達となって

用語解説   プレーナー加工▶木材の表面を電動カンナで削って、滑らかに仕上げること。ツーバイ材や羽目板、その他の仕上げ材などに施されることが多い。

ツーバイ構法は作り方
がとてもシンプルなの
で、日曜大工レベルの
技術と道具さえあれば
だれでも簡単に小屋作
りを楽しめる。極論する
と、小学生でも作れる
レベルなのだ。このツ
ーバイ構法の応用とし
て、実例❷（34ページ）
でパネル方式という画
期的な作り方も紹介し
ているが、作業の流れ
が単純明快でわかりや
すいのはこちらの方法
だ。また、ツーバイ構法
は、軸組み構法（72 ペ
ージ ） やログハウス

（135 ページ）などに
も応用が利くので、将
来的に大きめの小屋や
建物を作る予定がある
なら、ぜひともマスター
しておきたい



19用語解説   ACQ材▶木材に防腐・防虫効果のある薬剤を加圧注入した材料のこと。薬剤の人体や自然環境への影響はないとされる。

◆ツーバイ構法に使う部材の種類と規格を知ろう！

ツーバイ材として一般に使われている樹種は「SPF
（ エスピーエフ ）」と呼ばれるもの。スプルース
（Spruce、米トウヒ）、パイン（Pine、マツ類）、ファー
（Fir、モミ類）などの常緑針葉樹の総称で、主に北米
から輸入されている。また、近年では節が小さめの「ホ
ワイトウッド」を扱うホームセンターも見られる。この
ほか、防腐処理されたタイプや国産ヒノキなどもある

ツーバイ材について

19㎜

38㎜

38㎜

38㎜

89㎜ 89㎜

89㎜

140㎜

184㎜

2 × 4
4 × 4

2 × 6

2 × 8

1 × 4

ツーバイ材の規格

910㎜

1,820㎜

2,438㎜

3,650㎜
3,050㎜

＊１フィート＝約 305㎜
ツーバイ材の主な長さ３フィート

6 フィート

8 フィート

10 フィート

12 フィート

（ワンバイフォー）

（ツーバイフォー）
（フォーバイフォー）

（ツーバイシックス）

（ツーバイエイト）

ツーバイ材のサイズは、
2×4 材の「2 インチ厚
×4 インチ幅」を基本と
しているが、実際にはも
う少し小さく、38×89
㎜が規格サイズとなって
いる。左図に挙げている
ものは、主なツーバイ材
のバリエーションだ。長
さは「フィート（ft）」が
規格となっているので、

「１フィート＝約 30㎝」
を頭に入れておこう！

ツーバイ構法の場合、床、壁、屋根の下地すべてに構造用合板を
使用することで剛性の高い建物になる。合板のサイズはいろい
ろあるが、小屋作りでは 910×1,820㎜を用意すればよい。厚
みは 12㎜が基本で、壁下地用として 9㎜も使う。ホームセンタ
ーでは見た目がよく似たいろいろなタイプの合板が売られてい
るので、シナベニヤやコンクリートパネル（コンパネ）などと間
違えないようにしたい。なお、ツーバイ材も同様だが、購入量が
多い場合はホームセンターの宅配サービスを利用するか、ある
いはレンタルしているトラックで自分で運ぶのも方法だ

コーススレッドは、使用部位によって長さを使い分けるのが基本。
通常、ツーバイ材同士の接合には 65㎜、75㎜、90㎜、ツーバイ
材に構造用合板を留める場合は 38㎜か 45㎜を使えばよい（67
ページも参照）。コーススレッドの材質は、通常は鉄（ユニクロメ
ッキ）でOKだが、デッキなどの雨ざらしになる場所には錆びに
くいステンレスがお勧めだ。また、ネジのタイプも全ネジと半ネジ
があるが、通常は半ネジを使えばよい。近年では構造用の強度
に優れるビスも登場しているので、それを荷重のかかりそうな場
所に補助的に使うのもいいだろう

構造用合板について ビスの種類と使い分けについて
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第１章 ◆「スモールハウス」からはじめよう！

使用部分 材 料 個数
基礎 沓石（羽子板付き） 4 個

土台、大引き 4×4 材（防腐処理剤）（12㌳） 4 本
〃 コーチボルト（12㎜径×170㎜） 4 本

根太 2×4 材（12㌳） 3 本
床 構造用合板（1,820×910×12㎜） 3 枚
壁 2×4 材（12㌳） 約 40 本
〃 構造用合板（1,820×910×9㎜） 10 枚
〃 断熱材（1,820×910×40㎜） 10 枚
〃 防水透湿シート 適宜
〃 スギ胴縁（3,650×45×15㎜） 10 本
〃 スギ野地板（1,820×180×12㎜） 約 60 枚

屋根下地 2×6 材（8㌳） 23 本
〃 構造用合板（1,820×910×12㎜） 4 枚

屋根材 オンデュリン・イージーライン 約 2 坪分
〃 アスファルトルーフィング 約 2 坪分

建具（窓用） アルミサッシ（870×770） 2 枚
〃 2×6 材、2×10 材（12㌳） 各 2 本

建具（ドア用） 2×4 材、2×8 材（12㌳） 各 2 本
〃 大型ヒンジ 一組

内装（床） スギ間柱（3ｍ） 20 本
内装（ベッド） 2×6 材（12㌳） 5 本

その他 ビス、気密テープ、塗料などの消耗品 適宜

◆３畳小屋に使用した主な材料

これらのほかに金物類や破風板、窓枠用の材料なども購入し、総額は
20 万円ほどになる計算だ。すべてホームセンターで購入できたが、アル
ミサッシや断熱材などは、ネット通販で買うほうが安かったようだ

簡易的な基礎には、
コンクリート製の沓
石を利用するのが
お手軽だ。写真の
羽子板金具が付い
たタイプのほか、ツ
ーバイ材を差し込
めるタイプもある

湿気は通すが雨水
は通さないシート。
壁の下地に張るこ
とで建物の防水性
を高めることができ
る。50ｍ巻きだが、
ネット通販では切り
売りもしている

屋根の下地に張っ
て、防水性を高める
ためのシート。多少
高額になるが、「ゴ
ムアス」というタイ
プは防水性が高く、
勾配の緩い屋根に
は、より適している

材料の継ぎ目や建
具の周囲などに張
ることで、防水性と
気密性をアップさせ
ることができる。片
面タイプと両面タイ
プがある

屋根に張る仕上げ
材はいろいろなタ
イプがあるが、ここ
ではホームセンタ
ーで手軽に入手で
きて、施工も簡単な
オンデュリンの波板
を使用した

沓石（くついし）

防水透湿シート

アスファルトルーフィング

防水気密テープ

屋根仕上げ材

いるのが、「コーススレッド」だ。これは、先端が鋭利でネジ

山が深い木工用のビス（ネジ）で、インパクトドライバーで材

料にねじ込むことで通常のクギの 5倍ともいわれる優れた保

持力を発揮してくれる。また、抜き差しが自由自在なので、打

ち直しも簡単。まさに、セルフビルド向きのアイテムといえる

だろう。

ツーバイ構法の小屋作りに必要な材料と道具

ツーバイ材や構造用合板のほかに、今回の小屋作りに使用し

た材料を上表に挙げておく。建物の強度を左右しない仕上げ材

に関しては、自分の好みでどんなものを使ってもいいので、予

算との兼ね合いで自由に選べばOKだ。ただし、雨仕舞いに関

わる部分は、防水シートや気密テープなどをしっかり施してお

くことで、将来的な建物の耐久性が大幅に違ってくる。

用語解説   雨仕舞い▶建物内へ雨水が浸入したり、染みたりするのを防ぐこと。また，その施工方法を指す。
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❶丸ノコ。❷ジグソー。❸インパク
トドライバー／以上３つの電動工
具は、ぜひとも用意したい。❹水
平器（バーレベル）／長さ 40 〜
60㎝ほどのものが使いやすい。❺
ノコギリ（手ノコ）／替え刃式が
便利。❻ハンマー（かなづち）。
❼サシガネ。❽メジャー／長さ 5.5
ｍのものが使いやすい。❾ミニ定
規／細かい場所の計測に便利。�
鉛筆／ボールペンでもよい。�カ
ッターナイフ。�下げ振り／鉛直
の調整時に使用。�チョークライ
ン／または墨ツボを用意。�ドリル
ビット、レンチアダプタ／インパクト
ドライバーにアダプタを装着する
ことで、コーチボルトのねじ込みに
使える。�丸ノコ定規／材料を直
角にカットするときに便利。�ノミ
／ 30㎜幅を多用。�タッカー／シ
ート張りに使う大型のホチキス

❶

❷

❸

❼

❽

❻

❺

❹

❾
�

�
�

�

�

� �

�

使用頻度の高い道
具やビス類は、腰
袋に収納すること
で、作業効率は飛
躍的にアップする。
写真の腰袋は自作
だが、もちろん市
販品も多い

ウマは 2 × 6 材をビ
ス留めして組み合わ
せただけでも、十分に
活躍してくれる。高さ
は 60 〜 70㎝が使い
やすい。脚立は高所
作業の必需品。6 尺タ
イプがあればOKだ

◆今回の小屋作りで使用したツール類

「腰袋」が超便利なのだ！ ウマと脚立も必需品！

迷うのは屋根の仕上げ材だが、ガルバリウム鋼板（105

ページ）やアスファルトシングル（206 ページ）につ

いては各ページを参考にしていただくとして、ここでは

比較的施工しやすくて価格も安い天然繊維素材の波板

（商品名＝オンデュリン・イージーライン）を使ってみた。

道具については、最低限必要なものを上に紹介してお

く。ほかにもいろいろと便利な道具はあるのだが、たと

えば電気工具の場合は、極論を言ってしまえばツーバイ

材や合板をカットするための「丸ノコ」、そしてビスを

留めるための「インパクトドライバー」だけあれば何と

か作業は可能だ。これ以外の電気道具は、ホームセンタ

ーでレンタルする方法もある。1日 1,000 円ほどで借

りられるので、とりあえずレンタルを利用してみて、ど

うしても欲しくなったら購入するのもいいだろう。逆に、

メジャーや水平器などの計測道具は、建物を正確に建て

ていくための必需品なので最初からそろえておきたい。

そして、作業を効率よく進めるうえで欠かせないのが、

「腰袋」。メジャーや墨付け用の道具類、ミニ定規、ビス

各種などは、腰袋に入れてつねに身につけておくことで、

作業が圧倒的にはかどるのだ。また、材料をカットする

ときの作業台となる「ウマ」も必須。市販品もあるが、

自作も簡単なのでぜひ用意しておこう（273 ページ）。

また、高所作業では「脚立」も必要になる。

なお、これらの材料や道具類は、同じツーバイ構法で

作るほかの実例と多くが共通しているので、それぞれ参

考にしてみていただきたい。

用語解説   墨付け▶材料に加工ラインを描くこと。鉛筆やボールペン、墨ツボ、メジャー、サシガネなどの墨付け道具がある。

脚立 ウマ
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第１章 ◆「スモールハウス」からはじめよう！

  １  さあ、それでは作業を開始しよ
う！  まず、小屋を建てる場所を
きれいに整地し、小屋の向きと
大きさを考慮しながら沓石を四
隅に並べていく。

  ２  沓石同士を水平に置くために
は、図のように真っ直ぐなツー
バイ材を沓石の上に渡し、その
上に水平器を置いてレベル（水
平）を見ながら作業するとよい。

  ３  沓石を置くときは、地面を角材
などでしっかり突き固めてから
水平に設置する。

  ４  土台となる 4×4 材を 2,730
㎜と 1,820㎜ぞれぞれ２本カッ
トし、両端にもっとも簡単なホゾ
である「相欠き」を加工する。
手ノコで作業してもいいが、丸ノ
コを使うとよりスピーディだ。

  ５  ホゾにする部分に丸ノコでラン
ダムに切り込みを入れ、ノミで欠
き込むのが一番簡単。切り込み
サイズは図の通り。

  6  相欠き完了！ 37 ページのよう
に 2×6 材を使えばこの加工
すらも必要ないが、相欠きを練
習しておけば、今後いろいろと
役立つはずだ。

STEP❶ プラットフォームを設置しよう！

1 2

3 4

5 6

用語解説   芯々▶柱や壁、あるいは材料同士の中心から中心までの距離のこと。内々（内側同士の距離）、外々（外側同士の距離）などで測るケースもある。

2,730＊単位は㎜
910910910

1,820

910

内々の距離
776

根太
2×4 材

沓石
（羽子板付き）

土台、
4×4 材

（防腐処理材）

大引き
（4×4 材）

基礎杭
4×4 材

（防腐処理材）

相欠きで
収める

455455
芯々の
距離

土台端
からの
距離

【土台の施工図】
今回、プラットフォームの
骨組みとなる土台や大引
きには、防腐処理済みの 4
×4 材を使用した。簡易
的な小屋ならこれでも強
度的には十分だが、保険
の意味で 4×4 材を基礎
杭として土台の側面に埋
め、コーチボルトで土台と
ガッチリ緊結した。根太に
は 2×4 材を使用。根太
間の距離は芯々で 455
㎜、土台端からも 455㎜
にすると、構造用合板をピ
ッタリ張ることができる

真っ直ぐな
ツーバイ材

水平器

89㎜

45㎜

大
引
き

受
け
金
物



23

  7  沓石の上に土台を渡し、相欠き
部分を重ね合わせて置く。この
状態で、ピタゴラスの定理（170
ページ）を利用してコーナー部
の直角を確認してみる。

  8  今回の場合だと、正面側の距離
が 1,820㎜、側面側が 2,730
㎜なので、対角線が「3,282㎜」
になればいいわけだ。

  9  土台の直角が決まった状態で、
コーナー部をしっかりビス留め
する。ビスは長さ 75㎜を 4 〜
5 本打っておけば確実。この後、
土台の各部に水平器を置いて
水平を再チェックしておく。

10   土台の高さが微妙に違う場合
は、厚さ 1 〜 2㎜の基礎パッキ
ン用調整板を土台と沓石との
間にはさんで調整すればよい。

11  すべての水平を確認したら、沓
石の羽子板金具と土台同士を
90㎜のビスか長さ 5㎝ほどの
コーチボルトで留めていく。

12  土台の中間に大引きを設置す
るための「大引き受け金物」を
付属の太いビスで留めていく。
このとき、大引きが土台の上面

（ツラ）に合うように調整する
のがコツ。ホゾを加工して収め
るよりも圧倒的に簡単で、材料
に刻みを入れないから強度的に
も安心なのだ。

13   ここに収める大引きは、土台間
の寸法から「金物の厚み 3㎜×
2 枚分＝6㎜」をマイナスした
2,546㎜でカットする。これを金
物に落とし込んでから、しっかり
とビス留めすればよい。

14  土台と大引きとの間に、長さ
776㎜にカットした 2×4 材を
455㎜間隔で渡して根太とす
る。すべての上面が合うように、
ハンマーで少しずつ叩きながら
入れていくとよい。 

15  根太の固定は、90㎜のビスを
2 本斜め打ちして留める。 

16  すべての根太を留めれば、プラ
ットフォームの骨組みが完成！

7 8

9 10

11 12

13 14

15 16
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第１章 ◆「スモールハウス」からはじめよう！

17  土台の上に、仮床となる構造用
合板を並べていく。コーナーの
直角がしっかり決まっていれば、
3 枚の合板をピッタリすき間な
く敷き詰められるはず。 

18  合板の固定では、45㎜のビス
を約 200㎜ピッチで留めてい
く。合板の継ぎ目部分は、根太
の厚みの半分（約 19㎜）しか
乗っていないので、ビスを少し
斜めにして打つとよい。

19  今回のプラットフォームは地面
の上に置いているだけなので、
このままだと少々不安……。そ
こで、防腐加工の 4×4 材を土
台ぎわの地中に 50 〜 60㎝ほ
どの深さまで基礎杭として埋め
て、土台と固定することにした 。

20  ボルトを打ち込むための下穴を
9㎜径のドリルで開ける。

21  太さ 12㎜、長さ 15㎝ほどのコ
ーチボルトをインパクトレンチで
ネジ込んで、杭と土台を固定。
これで、台風が来ても小屋が吹
き飛ぶことはない（と思う）。

22   これで完成。ほぼ半日間の作業
後は、さっそく家族とともにタコ
焼きとジュースで祝杯！

17 18

19 20

21 22

ビスの「斜め打ち」をマスター !
小屋作りに限らず、現在のDIYで欠かせ

ないのが「ビス留め」。材料同士を接合する
ときには、クギを使うよりも圧倒的に簡単で
便利なのだ。
ところで、土台作りでも何度か解説したが、

ビスは材料に対して斜めに打つことも少なく
ない。この場合、最初からビスを斜めに当て
てしまうと、ビスの先端が狙いの位置からズ
レやすくなる。まずは、材料に対してビスを
直角に数ミリねじ込み、そこでネジを任意の
角度に指で押して、その状態からドライバー
でねじ込めばOKだ。

Technical Note

❶たとえばこのよう
にビスを打ちたい
場合、いきなりビス
を斜めにするのは
難しい。❷まずは少
し角度を緩やかに
して、ビスの先端を
ねじ込む。❸ビスを
狙いの角度になる
ようにビットの先端
で調整する（指で
押し込んでもよ
い）。❹その状態を
保ったまま、ドライ
バーでねじ込んで
いけばよい

1 2

3 4

用語解説   コーチボルト▶先端がドリル状にとがっている六角ボルトの総称。ボルト用のビットを使えば、インパクトドライバーでねじ込むことができる。
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  １  壁枠作りは、プラットフォームを
作業台にすると便利。まず、正
面側の壁枠となる 2×4 材を
下の図面の寸法に合わせてカッ
トし、ビスで組み立てていく。

  ２  使用するビスの長さは 75㎜で
もいいが、とくに荷重がかかりや
すいコーナー部や開口部の周
囲は 90㎜のビスを使用すると
強度的に安心だ。ビスは１ヶ所
につき 2 〜 3 本打ち込む。

  ３  材料がねじれているときは、こ
のような「コの字型」の治具を
端材で作っておくと便利。

  ４  治具の先端をツーバイ材にはさ
んで、ジワジワと押して矯正し
ていく。テコの原理を利用する
ので腕力は必要ない。

  

STEP❷ 壁を立ち上げて合板を張る

1 2

3 4

2,730

1,640 1,640
410410410 410 410 410820

455 455 455 455 455 455

2×4 材

壁の端部や開
口部分は、スタ
ッドを２枚重ね
て補強する

開口部
（ドアが入る）

ドアのヒン
ジが付く側
はダブルで
補強

【壁枠の施工図】正面側の壁
（２枚とも同様）

側面の壁
（入り口側）

側面の壁
（奥側）

壁枠の高さは合板の長尺
方向の長さである 1,820
㎜に統一した。幅はプラッ
トフォームの広さに合わせ
て、正面方向は 2,730㎜
として、スタッド（ 縦枠 ）
のピッチは 455㎜とした。
側面方向は、1,820㎜か
ら 2×4 材の幅（89㎜）
二枚分をマイナスした数
値である 1,640㎜（両側
に 1㎜ずつのクリアランス
を設けた）。こちらのスタ
ッドの間隔は、均等割りし
て 410㎜にしている。ま
た、窓が入る開口部の両
脇は、2×4 材を二枚重
ねにして補強。窓の下枠
の両サイドにも補強材を
追加した。ドアの開口部に
ついては、ヒンジが取り付
く側にドアの重量がかか
るので、2 × 4 材の二枚
重ねで補強している

1,
74

2

1,
74

2
1,

82
0

1,
82

0
850

871

用語解説   治具▶「じぐ」と読む。何かを加工したり組み立てるとき、より作業をしやすくするためのサポート的な道具の総称。

＊単位はミリ（㎜）



26

第１章 ◆「スモールハウス」からはじめよう！

用語解説   筋交い▶柱と柱の間に斜めに入れて、建物や壁の構造を補強する部材。すじかい。

7 8

9 10

  ５  開口部などの補強でツーバイ材
を 2 枚重ねするときは 65㎜か
75㎜のビス、3 枚重ねでは 95
㎜のビスを使用。ビス打ちの間
隔は 15 〜 20㎝が目安。

  6   完成した枠組みをプラットフォー
ムの周囲に立ち上げていく。な
お、ここでは壁の下地となる構
造用合板を張っていないので、
あらかじめ仮の筋交いを打って
おく方法もある。

  7  枠組みをプラットフォームの側
面ぎりぎりに立てた状態で、下
枠に 90㎜のビスを打ち込んで
いく。打ち込みの間隔は、20㎝
が目安。

  8  ビスは合板を貫いて、土台まで
しっかりと貫通させたい。

  9  ほかの面の壁枠も同様の方法
で立ち上げる。下枠を土台にビ
ス留めし、さらにそれぞれの縦
枠同士（点線内）を 90㎜のビ
スで固定。これによって、枠のぐ
らつきが抑えられる。

10   この状態では、まだ枠の垂直が
出ていない。そこで活躍してく
れるのが、写真の「荷締め器」
と「下げ振り」。荷締め器は、帯
の長さが 5 ｍほどのものが、ホ
ームセンターで売られている。

ツーバイ材を２枚合せで使う場合は、木表（80 ペ
ージ）同士を合わせるのがコツ。これなら経年で収
縮して材が反っても、端の部分にすき間ができない。
幅が広い材料ほど留意しておくといいだろう。

２枚重ねするときは、木表を合わせる

Advice

木
表
を
合
わ
せ
た
状
態
。
こ
れ

が
逆
に
な
る
と
、
経
年
変
化
で

端
部
に
す
き
間
が
で
き
る この程度の小さな壁なら、ひとりでも起こすことは可能だが、今回は

あえて子供たちと一緒に作業してみた。大人はもちろん、子供にと
っても建物をつくる経験はなかなかできないからだ。彼らが大人に
なったとき、このときの記憶が何かの役に立てばと思う……

5 6

下げ振り 荷締め器



27用語解説   間口、奥行き▶建物の玄関のある面の幅を「間口」、その直角方向の幅を「奥行き」と呼ぶ。ただし、道路と建物の位置関係で逆に呼ぶこともある。

11  下げ振りを上枠の端部にセット
し、オモリを下枠の近くまで下ろ
しておく。この状態で、荷締め
器を枠にたすき掛けして、徐々
に締め付けていく。 

12  このように下げ振りのラインが
縦枠と平行になれば、壁が垂直
になっているわけだ。この下げ
振りの場合、対象物との距離が
50㎜で垂直になる

13  枠が垂直になった状態で、壁の
内側に斜めにツーバイ材を仮に
ビス留めして筋交いとする。そ
の後、壁の外側に構造用合板
を張って筋交いを外す。正面側
と側面側の両方向の合板を張
れば、壁全体がしっかりと垂直
に固定される 。

14  合板を張る場合、通常は強度に
優れるツーバイ構法専用のクギ

（CN50）を使うのだが、セルフ
ビルドで小屋を建てる場合は、
45㎜のコーススレッドを使えば
よい。ピッチ（間隔）は、15 〜
20㎝が目安 。

15  室内側の様子。ここまでくると、
小屋のイメージが湧いてきて、
ワクワクするのだ！

11 12

13

14 15

合板を最初に張る場合のメリット・デメリット
通常、ツーバイ構法では、ツーバイ枠に構造用合板を張ってか

ら立ち上げて壁にするのが一般的だ。この理由は、最初に合板を
枠にピッタリ合わせて張ることでツーバイ枠の直角が出やすくなり、
壁として立ち上げたときにも理論上は垂直になるはずだからだ。
ただし、合板を張った壁は重量があるので、ひとりで立ち上げるの
は難しくなる。また、奥行きと間口の壁を直角になるようにそろえ
たとき、多少なりとも壁にゆがみがあると、それを力技で強引に矯
正していく必要があって、これも単独作業では困難になる。
その点、今回紹介した合板をあとから張る方法なら、壁の立ち
上げも垂直の調整もひとり作業が問題なく可能なのだ。もちろん、
手伝ってくれる人がいれば先張りでもいいので、ケースバイケース
で方法を考えればいいだろう。

Technical Note

先張りの場合でも、一部の壁を開けておくことで人間
や道具の出入りが簡単になるので、何かと便利だ

A
と
B
が
同
じ
距

離
な
ら
、対
象
物
は

垂
直
に
な
っ
て
い
る

対
象
物

A

B
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第１章 ◆「スモールハウス」からはじめよう！

  １  今回の小屋の屋根は「片流れ」
なので、まずは軒先となる正面
側の壁に立ち上げる枠組みを
作製する。施工図の寸法通りに
ツーバイ材をカットして、75㎜
か 90㎜のビスで組み付ける。 

  ２   壁の上に枠を乗せ、90㎜のビス
を 20㎝間隔で打って固定。さ
らに強度に優れるコモンネイル
90㎜を 30㎝間隔で打ち込む。
今回は、壁と枠の間にもう１本
補強の 2×4 材を入れた。

  ３  この上に、野地板の受けとなる
桁を取り付ける。ここでは妻面
の雨仕舞いを考慮して「けら
ば」の出幅を 20㎝確保。同様
にして、反対側の壁にも同じ長
さの桁を取り付ける。

  ４  桁と野地板とのなじみをよくす
るために、桁の上にこのような
気密クッションテープを張る。

  ５  2×6 材を野地板として、上下
２本の桁に平置きしていく。

  6   とりあえず、妻壁ができる位置
に野地板を２本置いて、そこに

「鼻隠し板」をビス留めしてお
く。これを野地板を並べるとき
のガイドにするわけだ。

STEP❸ 一番簡単な「屋根」の作り方

1 2

3 4

5 6

用語解説   けらば、軒先▶切り妻屋根や片流れ屋根の妻側の端部を「けらば」、軒側の先を「軒先」と呼ぶ。

【小屋組の施工図】
片流れ屋根の立ち上がり
の壁は、2×4 材で作った
枠に構造用合板を張って
いく。スタッドのピッチは１
階の壁同様に 455㎜が基
本で、両側は二重にして
補強する。垂木を受ける

「桁」 は、壁の両端から
200㎜突き出した。妻側
は、イラストのように 2×
4 材で枠を作って、構造用
合板を張っていく。垂木

（野地板）の出幅につい
ては、前後ともに 300㎜
ほどあればいいだろう

2,730

1,820

455
200

455455455455455

2,427

910
450

336

38

二重にして
補強する

下側の桁

正面側の小壁
桁（垂木受け）

鼻隠し

＊単位はミリ（㎜）
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7 8

15 16

用語解説   鼻隠し、破風板▶屋根の軒先、垂木の先端に取り付けられる板が「鼻隠し」、妻側に取り付けられるのが「破風板」だ。材料は2×6材などを使う。

  7  野地板は 65㎜のビスを桁に対
して 2 本ずつ留めていく。

  8  下から見るとこんな感じ。野地
板自体が天井になるわけだ。

  9   屋根の両サイドへ、上下の鼻隠
しを繋ぐように「破風板」をビ
ス留めする。鼻隠し、破風板と
もに、あらかじめ防腐塗料を塗
っておくのが理想だ。固定する
ビスは 90㎜。

10    野地板の上に構造用合板 12㎜
厚を敷いて、45㎜のビスを約
20㎝ピッチで留めていく。

11   さらにアスファルトルーフィング
を敷いていく。雨仕舞いを考慮
して、下側から少しずつ重ねて
張っていくのが正解。写真は、
自己接着性のあるゴムアスタイ
プ。普通のルーフィングを使う
場合は、タッカーで留めていく。
いずれも、重なり部分は 100㎜
ほど確保しよう。

12   屋根の周囲に水切り板をまわし
ておくと、さらに雨仕舞いがよく
なる。ホームセンターで売られ
ている一番シンプルなL字タイ
プで十分だ。取り付け方法は、
202 ページを参考に。

13   仕上げに張る屋根材は好みの
ものを選ぼう。写真のオンデュ
リンの波板は、軽量で施工しや
すい。張り方の詳細は、43 ペー
ジを参考に！

14   妻面は、点線の部分に 2×4 材
をビス留めして合板の下地にす
る。枠の作製では材料を斜めに
カットする必要があるので、57
ページを参考にしてみよう！

15   妻壁の合板は、屋根勾配に合わ
せてカット。桁の部分は欠き込
む形状になるので、その部分は
ノコギリでカットしておく。

16   カットした合板を 45㎜のビスで
張り付ける。ビスのピッチは
150 〜 200㎜。妻壁が完成す
ることで、屋根の強度が一気に
アップするのだ！

9 10

11 12

13 14
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第１章 ◆「スモールハウス」からはじめよう！

  １  窓の納め方はいろいろあるが、
ここでは標準的な引き違いのア
ルミサッシを「出窓風」に取り
付けてみた。この場合、開口部
の上下枠にさらに 2×10 材を
重ねるので、その厚み分（39㎜
×2）をあらかじめ考慮して開
口部を作っておく。 

  ２  開口部の幅にカットした 2×10
材を下枠に取り付ける。枠の下
からビス留めするとビスが目立
たない。ビスは 65㎜を使用。

  ３  壁から飛び出ている 2×10 材
の両サイドに、開口部よりも多
少長めにカットした 2×6 材を
ビス留めし、壁の内側からもビ
スを打って固定する。これが出
窓の縦枠になるわけだ。

  ４  さらに、縦枠の上部を繋ぐよう
に 2×10 材をビス留め。これ
が出窓の上枠となる。

  ５  窓を外したサッシをはめてみて、
ピッタリ収まれば成功！ 上下横
方向ともに数㎜のクリアランス
を確保しておけば、多少の材の
ゆがみがあっても収まる。

  6   側面の板を取り外すと、取り付
けの状態がよくわかる。このサ
ッシは、枠の半分ほどが外側に
出ているので「半外付けタイプ」
と呼ばれる。出窓ではない通常
の収め方でも、このタイプのサ
ッシが多用されている。

  7  サッシ枠の水平垂直を水平器
で確認したら、付属のビスで留
める。この後、窓枠の周囲に防
水テープを張ってから、ケーシ
ングなどで仕上げれば完璧だ。

  8  窓を入れて完成。手作りの建具
も味わい深いが、既製品のサッ
シでも手作り小屋には意外とマ
ッチする。もちろん、使い勝手や
密閉性、耐久性も上々だ。

  9  室内側から見た様子。2×10
材の幅分（約 235㎜）だけ窓
が出ているので、室内が広く感
じられる効果がある

STEP❹ 「出窓」の取り付け方法

1 2

3

4

5

6 7

8 9

用語解説   ケーシング▶窓やドアなどの額縁に使われる化粧材の総称。
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5 6

7 8

用語解説   戸当り▶開き戸を閉めたときに、その位置で戸を止めるためのパーツや細木のこと。

  １  これまで何度もドアを自作して
きた経験上、一番簡単に作れて
失敗しにくいのは、このツーバ
イ材をビス留めして作る方法
だ。まず、2×6材か2×8材（作
るドアの幅によって混ぜてもよ
い）を 4 枚並べ、さらにその継
ぎ目に重なるように 2×4 材か
1×4 材をビス留めしていく。
ベースの材料に 2×6 材を使
えば 560 ㎜ 幅、2 × 8 材なら
736㎜幅のドアになる。今回、
縦の高さは 1,820㎜とした。 

  ２   ドアの両側の壁に新たに 2×4
材をビス留めし、そこに大型ヒ
ンジを使ってドアを取り付ける。
このとき、ドアの表面は壁面より
ツーバイ材の厚み分、外側に付
くことになる。同様に、ドアの取
り付け位置を床面よりも 12 〜
15㎜下げて土台を戸当たりに
すると、雨仕舞いがよくなる。

  ３  ドアの上にひさしを付ける場合
は、ツーバイ材を斜めにカットし
て骨組みを作ると簡単だ。

  ４  ドア上部に骨組みをビス留め
し、適当なサイズに切った合板
を乗せてビス留め。ひさしの出
幅は、30㎝もあればOKだ。

  ５  ひさしと壁との継ぎ目を防水テ
ープで目止めする。

  6  さらにアスファルトルーフィング
で覆って、好みの屋根材で仕上
げればひさしの完成。屋根材は
野地板をカットしたものでも、十
分に役目を果たしてくれる 。

  7  ②で取り付けていたドア枠に、
短くカットした木枝をビス留め。
これを回転させることで、ドアの
ストッパーになるわけだ。

  8  ドアに好みの塗料を施せば、ド
アの取り付けが完了。この後、
壁の縦枠と上枠の内側に 1×
2 材程度の細木を戸当りとして
ビス留めすれば、すき間風や雨
の浸入を防ぐことができる

STEP❺ 「ドア」と「ひさし」の取り付け

1 2

3 4

2×8 材 2×4 材

ビス
（65㎜）

ドアが取り付く開口部に
新たに 2×4 材をビス留めする

ヒンジ

ドア壁

緩めにビス留めする

回転させる
とストッパー
になる

ストッパー
（流木など）
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第１章 ◆「スモールハウス」からはじめよう！

  １  床材は何にしようか迷ったが、
私が最初に作った小屋（60 ペ
ージ）のスギの床板が気に入っ
ていたので、軸組み構法で使わ
れるスギの「間柱（乾燥材）」
を張ってみることにした。 

  ２  張り方については本ザネ材とま
ったく同じなので、231 ページ
を参考にしていただきたい。

  ３  張り終えた状態は、案外と悪く
ない。というか、スギ特有の美し
い木目やいい香りを楽しめ、素
足で歩いたときの気持ちよさも
抜群だ。本来、間柱は床材用で
はないが、価格が安いことと入
手しやすい点ではセルフビルド
向きかも知れない。

  ４   続いて「バンクベッド」作り。こ
の小屋の室内幅は 160㎝程度
なので、横方向に寝るためにベ
ッドを壁から張り出してオーバ
ーハングさせるのだ。まず、オー
バーハングさせる壁の合板をい
ったん取り外し、壁枠の真ん中
のスタッドを寝床の高さ（円内
の位置）でカットする。

  ５  カットしたスタッドの上下に新た
な 2×4 材を横に渡し、さらに、
この対面となる壁側にも同じ高
さの横枠を渡しておく。

  6  ベッドの中央に寝床の高さの枠
を 2×4 材で作り、この上に寝
床となる 2×6 材を 1,820㎜
にカットして並べていく。

  7  ここは 65㎜のビスで留めてい
けばOK。2×6 材を 9 枚並べ
て幅を 1,260㎜としたので、子
供が寝るには十分な広さだ。

  8  ④で開放した壁に新たな枠をツ
ーバイ材で作り、構造用合板や
間柱を張って壁をふさぐ。出窓
の枠も利用するとよい。

  9  壁の外側は雨仕舞いのために
ルーフィングを張り、さらに右ペ
ージのように外断熱で仕上げ
た。室内側はツーバイ材で本棚
を作り、このまま仕上げとした

STEP❻ 「床」の仕上げと「バンクベッド」の作り付け

6 7

8 9

用語解説   間柱▶在来軸組み構法で、壁の下地に使用する柱のこと。柱といっても厚みは30㎜ほどなので、床や野地板としても代用可能だ。

1 3

2

4 5



33用語解説   外断熱▶正しくは「外張断熱工法」で、建物の構造体の外側に断熱材を張る方法。

  １  この小屋には断熱材を入れな
い予定だったが、さすがにこのま
まだと快適さに欠けるので壁を
「外断熱仕様」にすることにし
た。外断熱の利点や欠点はいろ
いろ言われているが、小屋の場
合は内部スペースを有効に使え
るのが大きなメリットだ。まず、
雨仕舞いのために、合板の継ぎ
目に防水テープを張っていく。 

  ２  外断熱の場合、ボードタイプの
断熱材を使用する。今回は「カ
ネライトフォーム」の 40㎜厚を
使ってみた。

  ３  ビスで断熱材を仮留めする。下
地のスタッドにビスを効かせる
ようにするのがコツ。

  ４  妻壁の部分は、断熱材をカッタ
ーナイフで切って充填する。

  ５  こんな感じに断熱材で壁をすっ
ぽり覆うようにすればOK。

  6   断熱材に防水透湿シートを張り
巡らせて、胴縁を縦にビス留め
する。シートは下から張って、上
下の重なりを 100㎜ほど確保
する。胴縁を留めるビスは 90
㎜を使用し、スタッドにしっかり
と利かせることが大切だ。

  7   外壁材は、格安で耐久性もある
スギの相じゃくり板を使用した。
板の幅は180㎜、厚みは12㎜。
あらかじめ、好みの色の外装用
木部塗料を塗っておくとよい。

  8  張り方は 45 ページと同様の
「下見張り」だが、ここでは相じ
ゃくり部分を重ねて張ってみた。

  9   壁のコーナーに塗装した 2×6
材などをビス留めして完成。こ
の壁をはじめとして、ドア作りや
内外装などの仕上げは他章も
参考にしていただければと思
う。その後、この小屋には床や
天井にも断熱材を入れたこと
で、息子も快適そうに過ごして
いる。セルフビルドは、状況に応
じてあとからいろいろアレンジ
していくのも楽しいのだ！

STEP❼ 外壁を「外断熱」仕様で仕上げて完成！

1 2

3 4

5 6

7 9

8


